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饉重壼⊆塑壼塾二      L主 主。
また,答案用紙の裏面に記載された内容は採点対象外となります。

2.試験問題冊子について

(1)受験申込をした技術部門の問題冊子であることを確認して下さい。
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平成23年度技術士第二次試験問題

選択科目 【12-1】 畜産

〔農業部門〕

I 次の 3問題 (I-1, I-2, I-3)に ついて解答せよ。

ること。)

1時 30分～5時

(問題ごとに答案用紙を替え

I-1 次の 4設間のうち 1設間を選んで解答せよ。 (解答設間番号を明記し, 3枚以内に

まとめよ。)

I-1-1 我が国の畜産を取り巻く環境は,飼料原料の高騰,国際交渉の影響,安全・

安心な畜産物のニーズなど,よ リー層の国際競争力の強化が求められている。そこで ,

酪農,肉用牛,養豚,養鶏のどれか 1つを取り上げ,輸出を拡大するために必要な課題

と対策についてあなたの意見を述べよ。

I-1-2 世界的な食料需給の逼迫が予想される中で,飼料及び食料自給率の向上を図

るためには, 自給飼料基盤の確立が重要である。そこで,技術的な観点から飼料自給率

向上の可能性と限界,及び技術的課題についてあなたの意見を述べよ。

I-1-3 急速に規模が拡大する畜産分野においては,家畜排せつ物の地域的な偏在化

と集中化が進んでおり,畜産環境問題への対応には今後一層の技術革新が必要である。

そこで,資源循環のための良質たい肥の生産と流通への対策について述べるとともに,

取り組むべき課題を抽出して,そ の対応策についてあなたの意見を述べよ。

I-1-4 飼料専用種のイネを,高温多湿な我が国の気候に適した湿性の飼料作物と位

置づけて,家畜飼料としての活用が注目されている。そこで,耕畜連携に基づく水田利

用による飼料イネの栽培と利用法の課題について述べるとともに,我が国の畜産業の将

来を予測して,取 り組むべき課題を抽出して,その対応策についてあなたの意見を述ベ

よ。
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I-2 次の 5設間のうち 1設間を選んで解答せよ。 (答案用紙を替えて解答設間番号を明

記し, 2枚以内にまとめよ。)

I-2-1 畜産経営に極めて大きな影響を及ぼす各種の感染防止を図るための, 日常の

衛生管理のポイン トを説明し,今後の対策について述べよ。

I-2-2 TMR(Total M破 ed Ration)セ ンターの現状を説明し,技術的課題と今

後の対策について述べよ。

I-2-3 家畜の暑熱対策について,乳用牛,肉用牛,豚,鶏のいずれか 1つを取り上

げ,飼養管理の観点からの留意点を述べよ。

I-2-4 畜産におけるロボット技術について,そ の 1つを取り上げて,システムの概

要を述べるとともに,飼養管理上の意義と留意点を述べよ。

I-2-5 耕作放棄地や遊休農地の畜産的利用の現状を説明し,技術的課題と今後の対

策について述べよ。

I-3 次の 5設間のうち 1設間を選んで解答せよ。 (答案用紙を替えて解答設間番号を明

記し, 1枚以内にまとめよ。)

I-3-1 家畜における遺伝的多様性について説明し,その重要性について述べよ。

I-3-2 乳牛におけるケ トーシスについて説明し,その予防法について述べよ。

I-3-3 牛におけるトレーサビリティについて説明し,その活用について述べよ。

I-3-4 SPF豚 について説明し,そ の利点について述べよ。

I-3-5 地鶏について説明し,そ の活用について述べよ。
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平成23年度技術士第二次試験問題 〔農業部門〕

1時 30分～5時
選択科目 【12-2】 農芸化学

I 次の 2問題 (I-1, I-2)に ついて解答せよ。 (問題ごとに答案用紙を替えること。)

I-1 次の 6設間の中から 1設間を選び,農芸化学の視点から分析を行つて,解答せよ。

(解答設問番号を明記し,答案用紙 3枚以内にまとめよ。)

I-1-1 世界的に, リン酸質肥料の原料であるリン資源の枯渇がいわれているが,我

が国のリン酸質肥料の確保に関する現状と問題点及び今後のリン資源代替資材活用
の可

能性について,事例を挙げて述べよ。

I-1-2 現在実施されているバイオマスタウン計画では,そ の多くに有機性廃棄物等

地域バイオマスのたい肥化 (コ ンポス ト化)禾J用 が含まれているが,地域バイオマス活

用の上で重要な手法である有機性廃棄物のたい肥化の有効性を説明し,問題点と対策を

述べよ。

I-1-3 植物工場について解説し,我が国の技術開発の現状と問題点及び対策につい

て述べよ。

I-1-4 酵素の食品への利用技術について, 2つの事例を挙げて解説し,そ の問題点

と対策について述べよ。

I-1-5 食品の味覚センサー技術について解説し,我が国の技術開発の現状と問題点

及び対策について述べよ。

I-1-6 食品製造における異物混入について解説し,我が国の検査・除去技術開発の

現状と問題点及び対策について述べよ。

【12-2】 午後 1/2
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I-2 次の12設間のうち,Aグループ (I-2-1～ I-2-6)の 中から 1設問,B

グループ (I-2-7～ I-2-12)の 中から 1設間を選び,それぞれ解答せよ。 (設問

ごとに答案用紙を替えて解答設間番号を明記し,指定の枚数以内にまとめよ。)

Aグループ … (答案用紙 2枚以内にまとめよ。)

I-2-1 全国的に農耕地土壌のリンとカリウムが蓄積 しているといわれているが ,

その原因と対策について解説せよ。

I-2-2 作物栽培を目的とした土壌診断の方法について解説せよ。

I-2-3 食品原料の原産地表示について解説せよ。

I-2-4 食品の期限表示について解説せよ。

I-2-5 米 トレーサビリティ法について解説せよ。

I-2-6 食品の水分活性と微生物の増殖について解説せよ。

Bグループ … (答案用紙 1枚以内にまとめよ。)

I-2-7 不耕起栽培について土壌肥料の面から解説せよ。

I-2-8 田畑輪換について上壌肥料の面から解説せよ。

I-2-9 ベクレル (Bq)と シーベル ト (Sv)について解説せよ。

I-2-10 合成甘味料の利用技術について解説せよ。

I-2-11 食品保存へのオゾン利用技術について解説せよ。

I-2-12 ヒスタミンについて解説せよ。
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平成23年度技術士第二次試験問題 〔農業部門〕

選択科目 【12-3】 農業土木 1時 30分～5時

I 次の 2問題 (I-1, I-2)に ついて解答せよ。 (問題ごとに答案用紙を替えること。)

I-1 次の 4設間のうち, 1設間を選んで解答せよ。 (解答設間番号を明記し,答案用紙

3枚以内にまとめよ。)

I-1-1 我が国の農業生産力を強化するためには,良好な営農条件を備えた農地を確

保することが重要である。我が国の農業生産基盤の現状と課題について,下図も参考に

して幅広く説明するとともに,食料自給率の向上等を図るための農業生産基盤整備手法

を列挙し,農業上木技術の視点からあなたの意見を述べよ。

図-1 農地〔耕地)面積と耕地申1用率の推移
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出典 :第 26回 食料・農業・農村政策審議会企画部会配布資料 (平成23年 1月 31日 )
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図-2 水田整備率と橿作・小麦労働時間
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出典 :「農業生産基盤の整備と保全管理について」 (14成 23年 2月 3日 農村振興局 )

図-3 水田整備率と麦,大豆の作付け率
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出典 :「農業生産基盤の整備と保全管理についてJ(平成23年 2月 3日 農村振興局 )
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I-1-2 農業水利施設は,食料の安定供給,農業の多面的機能の発揮を支える社会共

通資本であることを踏まえ,そ の機能を効率的に維持し有効に活用する上での現状と課

題について下図も参考にして幅広く説明せよ。また,施設の管理主体や更新のあり方な

ど,その効率的保全管理と有効活用のあり方について,農業土木技術の視点からあなた

の意見を述べよ。

図-1 耐用年数を迎える農業水利施設数の推移
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図-2 突発事故発生状況
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出典:農村振興局整備部水資源課施設保全管理室調べ

施設の管理者(国、都道府県、市町村、土地改良区等)に対して毎年度聞き取り調査を実施

出典 :「農業生産基盤の整備と保全管理について」 (平成23年 2月 3日 農村振興局 )

図-3 農地・農業用水のス トック概成

出典 :「農業生産基盤の整備と保全管理について」 (平成23年 2月 3日 農村振興局 )

腱 嵐逸あ7k轟 |

-8-
【12-3】 午後 4/10



-1-3 中山間地域は我が国の国土面積の 7割 ,農家戸数,経営耕地面積の 4割 ,農

産物販売額の 3割 を占める重要な農業生産地域であるとともに,そ の多様な地域資源は

多面的機能を維持していく観点から今後とも保全することが重要である。中山間地域の

振興について,地域の特色を活かした農業振興や集落機能の維持 。地域資源の保全の観

点から現状と課題について,下図も参考にして幅広く説明するとともに,その対応策に

ついて農業土木技術の視点からあなたの意見を述べよ。

図-1 農業集落数の推移
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資料 :農林水産省「世界農体叢センサスJl■おける農業集落調査を基に作成中

注 1:「 農業集落数」は、「世界農棒業センサエJにお |す る農蓋集薔調査の対銀となった農叢集落
の数であり、農掌点在地 峰 幕機能のない農業豊幕)は同調査中対象外

―
ごあるため、農業集落

数には計 Lさ れていない.
2: 平成17年の 1農棒業・センサス」においT〔 は、農業集落を対象とした調査が行われているもの
の、金城が市衝イL区域に含まれる農業業落を謙く全ての農業集落をt・l象としており、過去の農

叢集落のとらえ方と:ま異なるぃ

出典 :中 山間地域等直接支払制度最終評価参考資料 (平成21年 8月 6日 農林水産省 )
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図-2 作物別農業産出額

資料 :農林水藤響
注 i「その他」には、工芸作物や加工農鷹物等を含む。

出典 :中山間地域等直接支払制度最終評価参考資料 (平成21年 8月 6日 農林水産省 )

図-3

農業で十分な所得が得られるような対策

農村資源難持活動に対する支援対策

著者等の人材の確保対策

医療や福祉の機関・サービスの確保対策

優良事例のJ18介等による書及・啓発対策

交通手段の確保対策

lTなど情嘱懲盤の確保対策

その他

特にない

無口答

―

‐

資料 :農林水産書「食品及び農業・農村に関する意識 意́向調査』(20Ю年4月公表)
注 :1)図 4-9の注螺
0農村資源として、農村の多様な動機犠、農村鸞観、集薔の寄合等地織の共同清動,
を断

出典 :平成21年度 「食料 。農業・農村白書」
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食文化・工芸・祭り等の伝銃文化
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I-1-4 世界の食料需給は,人 口の増加などにより需要が増加すると見込まれている

一方,食料供給力は地球の温暖化問題などにより不安定化していくと懸念されている。

この様な世界の食料需給の現状と課題について,下図も参考にして幅広く説明するとと

もに,砂漠化・土壌浸食の防止,農業用水の確保,農民参加型の農業農村開発など農業

土木分野からの国際協力のあり方について,あ なたの意見を述べよ。

図-1
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図-2 砂漢化の現状
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図-3

資料 :農林ホ産省作成
注 :時期や地域潮 られている場合があるため、生産量の減少が生じていない圏も存在

出典 :平成21年度 「食料 。農業・農村白書」
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I-2 次の10設間のうち,Aグループ (I-2-1～ I-2-5)の 中から 1設問,B

グループ (I-2-6～ I-2-10)の 中から 1設間を選び,それぞれ解答せよ。 (設問

ごとに答案用紙を替えて解答設間番号を明記し,指定の枚数以内にまとめよ。)

Aグルァプ … (答案用紙 2枚以内にまとめよ。)

I-2-1 ダム水源を有する大規模な水田かんがい地区において,大規模経営農家の増

加,気温・降雨量等の気候変動や河川流況の変化等に伴い,水稲の栽培期間の変更が必

要となり,現況の水源の範囲で,代掻き日数,かんがい期間の延長を求められている。

このような場合におけるかんがい計画の変更手順について述べるとともに,計画策定に

当たつての技術的留意点を述べよ。

I-2-2 地盤沈下によつて排水河川水位の影響を受けやすくなった低平農地において ,

汎用化のための農地排水計画を策定する場合に必要とされる調査事項を説明するととも

に,計画 。設計に当たつての技術的留意点を述べよ。

I-2-3 ほ場整備事業の目的と効用を説明するとともに,傾斜地水田の多い中山間地

域で,集落営農の確立を図る観点からほ場整備を計画している地区において,事業計画

を策定するに当たつての基本的考え方と技術的留意点を述べよ。

I-2-4 ため池の機能診断に当たつて,その調査の着眼点と技術的留意点を述べると

ともに,調査の結果,改修が必要と判断されるため池が多数あるものの,事業予算の制

約等から優先順位をつけて計画的に改修を行 う必要がある場合,そ の改修計画の策定手

順と方法を述べよ。

I-2-5 供用中の農業用ダムの貯水池法面の地滑り対策のため,水抜き工,ア ンカ

ーエを施工する計画である。この場合,施工計画を策定するに当たつて,検討すべき事

項を説明するとともに技術的留意点を述べよ。

-13-
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(答案用林1枚以内にまとめよ。)Bグループ …

I-2-6 水辺環境施設を整備する意義 。目的について説明するとともに,開水路を管

路化 してその上部をせせらぎ水路として整備する場合,そ の計画・設計に当たつての技

術的留意点を述べよ。

I-2-7 長大な盛土法面がある農地において,法面保護工を選定するに当たつて,調

査すべき事項を挙げるとともに,設計・施工に当たつての技術的留意点を述べよ。

I-2-8 大型農業機械が導入されたことに伴い既設農道の改良を行 う必要がある場

合,その計画策定に当たつて,調査すべき事項を挙げるとともに調査に当たつての技術

的留意点を述べよ。

I-2-9 農業集落排水処理施設の整備において,処理水と汚泥の循環利用に配慮した

計画を策定するに当たつての技術的留意点を述べよ。

I-2-10 かんがい施設を運転・操作するための水管理施設が具備すべき条件につい

て列記するとともに,それぞれについての技術的留意点を述べよ。
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平成23年度技術士第二次試験問題 〔農業部門〕

選択科目 【12-4】 農業及び蚕糸 1時 30分～5時

I 次の 2問題 (1-1, I-2)に ついて解答せよ。 (問題ごとに答案用紙を替えること。)

I-1 次の 4設間のうち, 1設 間を選んで解答せよ。 (解答設問番号を明記し,答案用紙

3枚以内にまとめよ。)

I-1-1 最近,果樹等の輸出産業化の重要性が叫ばれている。そこで,あなたの専門

分野からみた農産物輸出産業化の現状と課題を概説するとともに,今後の展望について

あなたの意見を述べよ。

I-1-2 原発事故の発生に伴い,食品の放射能汚染に関心が集まつている。消費者ヘ

の安全な食品の供給のため,農場から食卓に至るフー ドチエーンにおいて,生産者,カロ

エ・流通業者等が講ずべき対策とその現状と課題を概説するとともに,課題に対する方

策についてあなたの意見を述べよ。

I-1-3 遺伝子組換え作物の食品安全性に関する論議の現状を概説し,遺伝子組換え

作物開発に対してあなたの専門分野から意見を述べよ。

I-1-4 近年作物等のゲノム研究が急速に進み,作物の育種にも大きな進歩が見られ

るようになつた。イネ以外の作物におけるゲノム研究の育種技術
への貢献に関する現状

を概説し,そ の一層の発展のための方策について,あ なたの意見を述べよ。
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I-2 次の10設間のうち,Aグループ (I-2-1～ I-2-4)の 中から 1設問,B

グループ (I-2-5～ I-2-10)の 中から 1設間を選び,あ なたの専門的立場から

解説し,かつ意見を述べよ。 (設問ごとに答案用紙を替えて解答設問番号を明記し,指定

の枚数以内にまとめよ。)

Aグループ … (答案用紙 2枚以内にまとめよ。)

I-2-1 野菜などの周年・計画生産が可能な野菜工場について現状を解説し,そ の将

来展望に関する意見を述べよ。

I-2-2 地球規模の温暖化が懸念されている。農業活動における温暖化対策技術につ

いて概説 し,今後の研究・技術開発の方向に関する意見を述べよ。

I-2-3 米粉等他用途米開発の戦略について概説 し,現状と課題を述べるとともに ,

課題への対応策について意見を述べよ。

I-2-4 生物多様性条約に対応 して,我が国の遺伝資源確保の問題をめぐる現状と課

題について概説するとともに,課題に対する対応策について意見を述べよ。

Bグループ … (答案用紙 1枚以内にまとめよ。)

I-2-5 食育

I-2-6 プラン トアクチベータ (プラントディフェンスアクチベータ)

I-2-フ  マルチライン

I-2-8 DNA品 種判男J技術

I-2-9 国産パン用小麦

I-2-10 次世代DNAシーケンサー

１

１

　

　

　

　

　

‐
―
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平成23年度技術士第二次試験問題 〔農業部門〕

選択科目 【12-5】 農村地域計画 1時 30分～5時

I 次の 2問題 (I-1, I-2)に ついて解答せよ。 (問題ごとに答案用紙を替えること。)

I-1 次の 3設間のうち 1設間を選び,あなたの習得した経験や事例等を挙げて,農村地

域計画の視点から解答せよ。 (解答設問番号を明記し,答案用紙 3枚以内にまとめよ。)

I-1-1 農業や農村の衰退とともに農地面積が減少し, さらに農業生産が行われない

耕作放棄地や不作付地が年ャ増加し,優良農地が減少している。

このため,優良農地の確保と有効利用を促進するため,農地転用規制の厳格化や耕作

放棄地の解消に向けた方策について,あなたの考えを述べよ。

I-1-2 農業・農村は,農業生産活動を行うことにより,食料の安定供給とともに水

源かん養などの多面的機能を発揮している。農業生産活動を行うことにより発揮され
る

多面的機能の内容と,それを維持 。保全するための方策について,あなたの考えを述
べ

よ。

I-1-3 土地改良事業の経済効果は,平成19年度に制定された土地改良事業の費用

対効果分析マニュアルに基づき算定されている。近年の土地改良事業は,更新整備が主

体となつていることから,更新整備事業の事業目的と総費用及び総便益の算定における

留意事項について,あなたの考えを述べよ。
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I-2 次の 8設間のうち,Aグループ (I-2-1～ I-2-3)の 中から1設問,Bグ

ループ (I-2-4～ I-2-8)の 中から 1設間を選び,それぞれ解答せよ。 (設問ご

とに答案用紙を替えて解答設問番号を明記し,指定の枚数以内にまとめよ。)

Aグループ … (答案用紙 2枚以内にまとめよ。)

I-2-1 農業就業者の高齢化が進み,近い将来には高齢就業者の大量リタイアが予想

されているものの,農業の将来を担 うべき農業就業者の育成は遅れ,ま た,新規就農者

数も少ないことから,農業後継者の確保は極めて不十分な状況にある。

このため,新規就農者の育成 。確保の方策について,あ なたの考えを具体的に述べよ。

I-2-2 農山漁村には,安 らぎや癒しの機能,農作業体験を通じた教育的効果及び心

身機能の回復・向上等に向けた教育・保健 。休養等の機能がある。

これらの機能を活かした都市農村交流等の具体的な事例及び活用方策について,あ なた

の考えを具体的に述べよ。

I-2-3 農地,農業用水等の資源の適切な保全管理等を促進することを目的に,農

地・水保全管理支払制度が実施されている。本制度の実施により発揮されている効果の

内容と,それを維持・保全するための方策について,あ なたの考えを具体的に述べよ。

Bグループ … (答案用紙 1枚以内にまとめよ。)

I-2-4 農業・農村の 6次産業化による所得増大の代表的事例を述べよ。

I-2-5 水田を対象とした戸別所得補償モデル対策について述べよ。

I-2-6 環境保全型農業の代表的事例を述べよ。

I-2-7 土地改良事業の経済効果算定の目的と意義を述べよ。

I-2-8 中山間地域の農業集落が抱える課題と解消方策について述べよ。
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平成23年度技術士第二次試験問題 〔農業部門〕

選択科目 【12-6】 農村環境 1時 30分～5時

I 次の 2問題 (I-1, I-2)に ついて解答せよ。 (問題ごとに答案用紙を替えること。)

I-1 次の 4項 目のうち 1項 目を選び,その項目について技術的課題を 3つ以上挙げ,解

決策についてあなたの考え方を述べよ。 (解答項目番号を明記し,答案用紙 3枚以内にま

とめよ。)

I-1-1 地球温暖化に対する農業農村の取組

I-1-2 生態系などの環境に配慮した農業農村整備

I-1-3 環境保全型農業の取組による農村環境の保全

I-1-4 環境保全活動を通した農村地域の活性化

-2 次の 6項 目のうち,Aグループ (I-2-1～ I-2-3)の 中から1項 目,Bグ

ループ (I-2-4～ I-2-6)の 中から1項 目を選び,それぞれの内容と技術的課題

について説明せよ。 (項 目ごとに答案用紙を替えて解答項目番号を明記し,指定の枚数以

内にまとめよ。)

Aグラレーフ … (答案用紙2枚以内にまとめよ。)

-2-1 生態系に配慮して整備 した土地改良施設の管理

-2-2 農村地域における水質保全

-2-3 農業農村における資源循環

Bグループ … (答案用紙 1枚以内にまとめよ。)

-2-4 農村地域における景観保全

-2-5 農村環境における生物多様性

-2-6 農村における環境教育
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平成23年度技術士第二次試験問題 〔農業部門〕

選択科目 【12-7】 植物保護                       1時 30分～5時

I 次の 2問題 (I-1, I-2)に ついて解答せよ。 (問題ごとに答案用紙を替えること。)

I-1 次の 3設間のうち 1設間を選んで解答せよ。 (解答設問番号を明記し,答案用紙旦

枚以内にまとめよ。)

I-1-1 海外飛来性害虫の現状と課題について述べ,その対応策についても述べよ。

I-1-2 病害虫・雑草防除に関する技術 (又は農薬)開発の現状と課題,並びに今後

の対応策を述べよ。

I-1-3 水稲のIPMについて,現状と課題,並びに対応策について,具体例を挙げ

て説明せよ。

I-2 次の 6設間のうち,Aグループ (I-2-1～ I-2-3)の 中から 1設問, B

グループ (I-2-4～ I-2-6)の 中から 1設問を選び,それぞれ解答せよ。 (設問

ごとに答案用紙を替えて解答設問番号を明記し,指定の枚数以内にまとめよ。)

Aグループ … (答案用紙 2枚以内にまとめよ。)

I-2-1 近年の斑点米カメムシ類の発生動向と防除上の問題点について述べ,そ の対

応策についても述べよ。

I-2-2 病害虫発生予察情報の種類を挙げ,それらの目的と内容について述べ,課題

と対応策についても述べよ。

I-2-3 虫媒伝染性病害に関して現状と課題,及びその対応策を述べよ。

Bグループ … (答案用紙 1枚以内にまとめよ。)

I-2-4 作物残留試験へのGLP制度導入について述べよ。

I-2-5 カルタヘナ議定書について,植物保護技術の観点から説明せよ。

I-2-6 線虫とその防除に関する特徴を述べよ。
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